
第䠓回 SUMS-NITS医工連携研究会  

17:00  開会のቂቇ SUMS਼話人代表 ൝਽ ๒੘（社会連௚ଢ଼஢センター長） 
 
17:02  主ಈૅቂቇ ௹田 長೨（SUMS・学長） 
 
17:05 ൥౰１ 人ੵニューラルネットワークに対する生੟学的アプローチ 
           生田 ඈร（NITS・ਗ਼気ਗ਼子ੵ学ఐ・ஃઇ） 
 
17:45 ൥౰２ ઌ༳ඪの஡੺学           
                       中山 ขಇ（SUMS・ఇ学部・ఇ学ఐ・ઇ౸） 
 
18:30  自૓ୈ議 ～これからのણ動について～ 
  
18:45  ൷会のቂቇ NITS਼話人代表 ැૈ ೢ行（౫મੵ学ఐઇ౸・高௧機ଡ 
                        産学連௚本部員）   
SUMS: Suzuka University of Medical Science 
NITS: National Institute of Technology, Suzuka College 

日時：ഥ和２年２月６日（木໫日）１７時００分～１８時４５分   
場所：൝ಧ医௜ఐ学大学（SUMS）白子キャンパス６ಀை6103教஼                                                         
                         会ા：൥౰会（૮મ） 
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講演会場  
䠒号館  

6103教室 



第㸵回 SUMS-NITS医工㐃携研究会 ㅮ演者抄㘓 

 

【ㅮ演㸯】 

㸦㸯㸧氏名㸦所属㸧㸸生田 智敬㸦㕥㮵工業㧗等専㛛学校・㟁気㟁子工学科・助教㸧 

㸦㸰㸧演㢟㸸人工ニューラルネットワークに対する生物学的アプローチ 

 ㏆年㸪人工知能㸦AI㸧に㛵する研究や応用が幅広い分㔝にわたって大きな影㡪を与えている㸬こ

の AIの基盤技⾡になっているのが人工ニューラルネットワークと呼ばれる人の神経細胞を模した人

工のネットワークである㸬しかし㸪畳み㎸みニューラルネットワークを始めとする大つ模なディー

プラーニングは㸪元来の生物の模倣という点からはかけ㞳れた内容となってきている㸬本研究では㸪

神経細胞とともに存在するグリア細胞㸦特にアストロサイト㸧に着目し㸪その働きを模倣し人工ニ

ューラルネットワークへ応用する㸬アストロサイトは㸪ニューロンと同時期に発ぢされたものの㟁

気的応答を持たないことから情報処理当移㌿では注目されてこなかった㸬しかし㸪㏆年のカルシウ

ムイメージング法等のほ測手法の確立により脳内でダイナミックに作用していることがわかってき

た㸬実㝿に㸪アストロサイトはカルシウム㸪グルタミン㓟㸪アデノシン三リン㓟といった神経伝㐩

に㔜せなイオンチャネルを多数持っており㸪脳の㧗次情報処理に密接に㛵わっていることが示唆さ

れている㸬そこで㸪アストロサイトによるカルシウムウェーブやシナプス可塑性への㛵わりに着目

し人工ニューラルネットワークへ㐺応する㸬アストロサイトモデルを有した人工ニューラルネット

ワークを構築し㸪新たな人工ニューラルネットワークの可能性について考察する㸬 

 

 

【ㅮ演㸰】 

㸦㸯㸧氏名㸦所属㸧㸸中山 浩伸㸦㕥㮵医療科学大学・⸆学㒊・⸆学科・教授㸧 

㸦㸰) 演㢟㸸真⳦症のぶ㏆学 

カビ・コウボ・キノコは学⾡的に「真⳦」と総称されています。真⳦による病気というと水⹸以

外はあまり耳にしないかもしれませんが、ヒトや動物、昆⹸、植物などいろいろな生物に様々な病

気を引き㉳こします。しかし、これらの真⳦がなぜ病気を引き㉳こすのか、その分子機序はよく分

かっていません。その理由の㸯つは、真⳦㸦症㸧に対する人々の㛵心が低いことによると思われま

す。現在、新⸆㛤発の中でも、抗感染症⸆の研究と㛤発は世界的にも停滞し、一㒊の感染症を㝖け

ば多くの〇⸆企業がほぼ㛤発を中止しているのが実態です。抗感染症⸆の㛤発自体が今や「希少」

状態であり、抗真⳦症⸆の㛤発は「ほぼ絶滅」状態とゝえる状況にあります。そこで今回、真⳦症

の現状をご紹介し、真⳦症が㌟㏆な病気であることをㄆ㆑していただき、手㏆なことからできる真

⳦症対策を考えてぢたいと思います。 

 


